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平素は、格別のご理解とご協力を賜り、有難く御礼申し上げます。 

さて、標記新型コロナウイルス感染の状況についてご報告いたします。 

 

＜経緯＞ 

・7/11、7/12と介護等体験事業にて体験に来ていた立正大学の学生より、7/13（水）

早朝にのどの痛みがあると電話連絡があり、急きょ当日の体験を中止しました。 

・この学生は 7/10（日）に仲間との会食をしたそうです。同席した友人が翌 7/11に

発熱及びのどの痛みのあったとのことで、PCR検査をしたところ、翌 7/12に陽性が

判明したとのこと。この会食に参加していた学生の多くに、同じような症状（微

熱、のどの痛み）があるとのことです。 

・ココアアプリで学生本人が濃厚接触者であることが判明しました。 

・介護体験に来ていた学生は 7/13に PCR検査をしたところ、本日陽性が判明いたしま

した。 

＜大地の対応＞ 

・介護等体験実習の学生は 7/13からの実習を中止としました。 

・学生及び立正大学に対し、PCR検査を行うよう指導・依頼いたしました。 

・この学生は、体験の初日 7/11、2日目 7/12 において、食事介助の方法について体験

するため、2名のご利用者と職員 1名と計 4名で一緒に昼食をとりました。このた

め、ご利用者 2名と職員 1名は感染している恐れがあると判断し、「感染疑い 3日間

の利用（出勤）停止」をお願いし、7/14、7/15とお休みしていただきました。 

＜ご家族へのお願い＞ 

・昼食を共にしたご利用者 2名と職員は、学生の陽性が判明したことで、濃厚接触者

になります。健翔会の対応ルールに従い、7日間の利用中止（出勤停止）をお願い

いたしました。 

＜今後の対応＞ 

学生がご利用者の前でマスクを外すことのないようにしてまいります。 

＜現在の状況＞ 

・お休みしていただいているご利用者 2名、職員 1名にはのどの痛み、発熱等は見ら

れません。（7/15 13：00現在） 

以上 

 

 

※介護等体験事業とは、教員免許取得のための重要な過程で、義務教育に従事する教員が、個人の尊厳、社会連帯の理念に関する

認識を深めることの重要性から、小学校・中学校の教諭の普通免許状の授与にかかり介護等の体験を行うこととなっています。

（簡単に書くと、介護等体験実習をして障害者と触れ合わないと教員になれないということです） 


